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浜野駅橋上化に伴う自由通路の整備決まる

可決した主な議案

定例会のあらまし

平成8年第4固定例会が、11

月28日から12月13日までの16

日間の日程で聞かれました。

この定例会では、一般会計補

正予算および条例の制定など15

件の市長祭出議案を審議し、 す

べて原案どおり可決しました。

さらに、意見書8件、請願2

f牛を審議しました。

また、各会派の代表質問が7

人の議員により、一般質問が9

人の議員により行われました。

《
予
算
》

一mm
a
h
J州
正
予
ロ

叩
月
初
日
執
行
の
衆
級
防
総
員

沼
地
崩
事
経
費
を
専
決
処
分
し
た
ほ
か
、

回
廊
補
助
金
の
決
定
に
伴
い
合
併
処

理
浄
化
傾
設
窃
補
助
金
を
追
加
し、

(仮
称
}
蘇
我
町
線
用
地
買
収
鈎
や

ご
み
の
滅
箆
化
を
推
進
す
る
た
め
の

生
ご
み
滅
包
処
環
機
筋
入
銭
補
助

金
、
さ
ら
に
豪
雨
や
地
震
な
ど
の
災

冨
に
備
・え
る
た
め
の
道
路
防
災
総
点

検
委
託
費
な
ど
、

合
わ
せ
て
十
三
億

八
千
六
百
万
円
を
追
加
し
ま
し
た
。

こ
の
財
源
と
し
て
は
、
一巾
備
五
億
九

千
五
百
万
円
、
縁
起
金
四
億
八
平

四
百
万
円
な
ど
と
な
っ
て
い
ま
す
。

こ
れ
に
よ
リ
一
般
会
計
の
予
算
総
額

は、

三
千
二
百
九
十
八
億
六
千
七

百
万
円
に
な
り
ま
し
た。

こ
の
ほ
か
、
浜
野
駅
矯
上
化
に
伴

う
自
由
通
路
墜
備
事
業
貨
の
債
務
負

鐙
行
為
の
追
加
を
し
ま
し
た
。

符
刷
刷
会
計
綴
正
予
"

千
葉
市
国
民
健
康
保
険
首
相
策
特

別
会
計
な
ど
5
事
豊
富
針
に
、
合
わ

せ
て
+
一
億
三
千
百
万
円
を
追
加
し

ま
し
た
.
こ
れ
に
よ
り
特
別
会
計
の

予
算
総
額
は
、
二
千
七
百
四
十
二

億
九
千
百
万
円
に
な
り
ま
し
た
。

《
条
例
》

一

午
前
凪
市
水
沼
市
来
の
段
鐙
雰
に
仰
す

一

る
条
例
の
一
部
改
正

新
た
に
若
葉
北
部
地
区
簡
易
水
道

窃
世
酬
を
段
置
し
、
こ
の
窃
誠
に
他
方

公
営
企
策
法
を
適
用
す
る
な
ど
の
改

正
を
行
う
た
め
、
条
例
の

一
部
を
改

正
し
ま
す
。

《釘
の
区
総
及
び
名
称
の
変
更
》

土
気
綜
の
森
工
業
団
地
道
成
事

業
に
伴
い、

大
木
一戸
町
、
大
縫
町
の

そ
れ
ぞ
れ
一
部
を
、
大
野
台
1
丁

目

・
2
T
g
に
変
更
し
ま
す
。

《
土
地
の
取
得
》

市
道
下
田
町
7
号
線
お
よ
び
1
3

5
号
線
道
路
新
設
改
良
事
業
の
用

地
と
し
て
、
若
葉
区
下
宿
町
、
谷
当

町
の
土
地
を
ニ
億
九
千
七
百
万
円
で

取
得
し
ま
す。

《
工
事
踏
負
契
約
》

若
策
区
中
野
町
地
内
の
東
mm
s

終
処
分
場
泡
銭
浸
出
水
処
理
絡
畿

新
鍛
工
酬
明
を
七
億
五
千
七
百
万
円

で
行
い
ま
す
。

この市議会だよリl;t湾2主総を使用しています
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総
務
委
員
会

(所川口
H
総
務
局
.
全
戸州
細
胞
山由
州
.
財
政
財
.

会
計
室
、
滋
品
情

-mum-委
員
会
な
ど
}

一
般
会
計
術
正
予
算
に
係
る
専
決
処
分

な
ど
議
案
2
件
、
陳
情
1
件
を
審
査
し
、
国

政
選
挙
な
ど
の
選
務
経
費
や
ポ
ス
タ
ー
渇
一
水

田
崎
を
ふ
や
す
考
え
が
あ
る
か
と
う
か
に
つ
い

て
、
質
問
が
あ
り
ま
し
た
e

v
『

1
%節
電
」
に
関
す
る
陳
情

不
篠
沢 車E;高建E童委員会霧讃凱豪

都
市
下
水
妥
員
会

(所
管
H
都
市
周
.
下
水
道
尚
}

一
般
会
計
補
正
予
算
、
市
街
地
再
開
発

民
生
教
育
委
員
会

{
所
管
H
市
民
局
、同
川
批
局
、
教
向
委
員
会
)

国
民
健
康
保
険
事
業
特
別
会
計
術
正
予

算
な
ど
議
案
3
件
、
陳
情
1
件
(
継
続
)
を

審
査
し
、
国
民
健
康
保
険
料
の
滞
納
世
得

数
と
滞
納
へ
の
対
応
策
や
、
支
払
い
が
困

灘
な
人
に
対
す
る
術
助
制
度
な
と
に
つ
い

て
、
質
問
が
あ
り
ま
し
た。

間刷
開
場
消
防
委
員
会

{所持
U
H
球
脱
出
附
生
時
、
消
総
局
、
消
防
問
、

水
道
自

水
道
事
業
の
設
題
等
に
関
す
る
条
例
等

の
一
部
改
正
な
と
議
案
3
件
、
陳
情
1
件

を
密
室
し
、
若
葉
北
部
地
区
の
簡
易
水
道

事
業
の
実
絡
に
関
し
、
給
水
が
可
能
に
な

る
時
期
や
総
事
業
費
な
ど
に
つ
い
て
質
問
が

あ
り
ま
し
た
。

'
ご
み
問
題
解
決
に
む
け
て
の
陳
情

不
採
択

経
湾
建
設
蚤
員
会

(所出
H
H

H
純
情
例
山
山
政
局
・
桂
川
叫
問
な
ど
}

一
般
会
計
鋪
正
予
算
な
ど
司
誠
実
3
件
、
訴

願
2
件
(
継
続
)
を
寄
蜜
し
‘
道
路
防
災

総
点
検
に
つ
い
て
、
阪
抽
円
・
淡
路
大
震
災

な
と
を
踏
ま
え
改
正
さ
れ
た
、
点
検
の
た

め
の
新
し
い
銭
術
雲
準
と
従
前
の
雲
率
と
の

遣
い
な
ど
に
つ
い
て
、
質
問
が
あ
り
ま
し

た
。

。
一
般
質
問

市
政
に
関
す
る
一
般
質
問
が
、
ロ
月

m白

か
ら
日
目
ま
で
の
4
日
間
に
9
人
の
誘
員
に

よ
り
行
わ
れ
ま
し
た
。
主
な
質
問
項
目
は
次

の
と
お
り
で
す
。

行
政
改
革
に
つ
い
て

高
齢
者
福
祉
に
つ
い
て

隙
窪
田
児
福
祉
に
つ
い
て

保
言
問
題
に
つ
い
て

ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー
に
つ
い
て

市
民
文
化
都
市
に
つ
い
て

湾
問問
工
場
に
つ
い
て

安
全
な
街
づ
く
り
に
つ
い
て

イ
ン
ナ
|
シ
テ
ィ
問
題
に
つ
い
て

:1II :i'I:l1i11 'I 'III1I ，I "、 ......!!!_~~--~回目 4・・魁11111111111111:11111111

三 市議会の権限4・ 三
芸 -__ 霊
童 F 三

= 
童 市議会は、市民の代表として十分な活動ができるよ 三

重 うに、いくつかの重要な権限をもっています。 三

重 その主なものには、次のようなものカ《あります。 言
霊 . I =、I I 

三 口議 決 権 市議会の52も代表的な権限で、条例 重点甲tg
霊 や予腕2定めたり、決算を認定したり、 霊{ ゾ人

三 重要な契約などの粧をしまれ 三c:!oλ
喜 三 13す一一
三 口選掌般 市議会の議長、副議長や選務部控 霊

三 員なとを選挙します。 三

三 口同窓健 市長が助役、収入役、 fiii査委員など 喜

三 を退任する蛤に同意を与えます。 雪

i口調 査 権 市の事務を狐吋査し必要に応じ i 
三 て関係者の出頭や証言などを求め、審 重

量 惹をします。地方自治法の第100条 主

主 に定められていることから、一般に百 三
雲 条鶏篭と呼ばれています。 三

三

三 口縮、臨の 市の事務について、結の議決とお 言
言 請求償 リ執行されているカ¥書類や計算密を 重

量 倹関したり、金銭出納の執行状況を検 喜

三 蓋したり、市の窓査委員に監査を*め 喜

三 るなと、市政を闘します。 喜

三 口意見笥の提出 市の公益に関することについて議会 三

重 の意思をまとめた窓見習を国なとの関 言

言 係機関に提出します。 忌
霊 童
三 口E再傍受理彼 住民の考えを市政に反映させるため、 三

三 住民力、ら提出された縞綴蓄を受理し、 三

重 徳査をします. き
芸

jlJillll1lillllllililllllillllllllliltllllillllllilllllllllれl'llll州

事
業
特
別
会
計
縞
正
予
算
の
議
案
2
件
、
陳

情
3
件

(
継
続
2
件
)
を
審
澄
し
、
浜
野

駅
自
由
通
路
笠
備
事
業
の
自
由
道
路
、
駅

舎
の
鏡
検
と
箔
他
的
配
慮
な
ど
に
つ
い
て
、

質
問
か
あ
り
ま
し
た
。

V
動
物
公
園
に
動
物
説
明
委
員
創
訟
に
関

す
る
陳
情

附

m択
還
付

廃
薬
物
処
理
問
題
対
策
特
別
委
員
会

ω月
M
円
自
に
開
か
れ
、
新
港
湾
問
問
工
甥

の
代
替
工
湯
の
建
設
に
つ
い
て
調
澄
し
ま
し

た
。ま

た
、

日
月
日
日
は
、
容
器
包
装
リ
サ

イ
ク
ル
法
に
つ
い
て
調
査
し
ま
し
た
。

大
都
市
税
財
政
制
度
調
登
特
別
委
員
会

ω月
4
日
に
関
か
れ
、
党
派
別
要
望
運

動
に
係
る
本
市
の
需
品
点
要
望
事
項
に
つ
い
て

協
議
し
ま
し
た
。

傍
臓
の
ご
案
内

平
成
9
年一第
1
固
定
例
会
は
2
月

お
日
(
火
)
に
開
会
す
る
予
定
で
す
・

本
会
話
相
は
、
原
則
と
し
て
公
開
し

て
い
ま
す
の
℃
、
ど
な
た
で
も
傍
際

で
き
ま
す
。

傍
聴
は
、
本
会
議
の
当
日
、
議
会

練
1
階
で
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

会
議
日
程
は
2
月
幻
自
(
金
)
に

決
ま
る
予
定
で
す
。

点
字
阪
と
録
音
版
{
テ
l
プ
}
の

配
布自

の
不
自
由
な
方
に
、
市
議
会
の

活
動
を
お
知
ら
せ
す
る
た
め
、
「
ち
は

市
議
会
だ
よ
り
」
の
点
字
版
と
録
音

版
(
テ
l
ブ
}
を
発
行
し
て
い
ま
す
。

配
布
を
治
望
さ
れ
る
方
は
、
ご
連

絡
く
だ
さ
い
。

会
議
銭
の
閲
覧

本
会
議
の
審
議
状
況
な
と
を
記
録

し
た
会
議
録
は
、
市
議
会
図
器
室
、

市
政
情
報
室
、
市
立
の
図
書
館
{
北

部

・
南
部
・
東
部
・
こ
て
は
し
・
高

洲
・
み
や
こ
}
や
四
民
立
中
央
図
密
閉
館
出

で
閲
覧
で
き
ま
す
。

な
お
、
第
4
固
定
例
会
の
会
議
録

は
、
次
回
の
定
例
会
ま
で
に
作
成
す

る
予
定
で
す
。

g
表
紙
の
写
真
は
、
1

向
5
日
に
若
葉
区
に
あ

る
動
物
公
園
の
動
物
科

学
館
前
広
傷
で
行
わ
れ

た
も
ち
つ
き
大
会
の
僚

子
で
す
。

動
物
科
学
館
は
、「
動
物
の
こ
と
を
よ
り

良
く
知
っ
て
も
ら
お
う
』
と
い
う
こ
と
を

テ
ー
マ
と
し
て
お
り
、
ふ
だ
ん
見
る
こ
と

が
で
き
な
い
夜
行
性
動
物
の
生
態
と
霊
長
頬

の
中
で
鼠
も
小
さ
い
ピ
グ
ミ
l
マ
l
モ
セ
ッ

ト
な
と
の
小
型
サ
ル
や
熱
帯
の
烏
た
ち
を
見

て
楽
し
む
こ
と
が
で
き
ま
す
。
ま
た
映
画

会
な
と
の
催
し
物
に
利
用
で
き
る
レ
ク
チ
ャ

ー
ル
l
ム
や
動
物
に
つ
い
て
の
本
を
祭
め
た

図
茜
釜
な
ど
が
あ
り
ま
す
。
家
族
そ
ろ
っ

て
動
物
園
で
漆
し
ん
で
み
て
は
い
か
が
で
す

か。窃
今
回
は
、
第
4
回
定
例
会
を
中
心
に
問
問

謎
し
ま
し
た
が
、
今
後
と
も
議
会
の
動
さ

を
よ
り
分
か
り
ゃ
す
く
お
届
け
し
た
い
と
考

え
て
お
り
ま
す
。

お
読
み
に
な
り
ま
し
て
、
ご
怠
見
、
ご

町
田
怨
が
あ
り
ま
し
た
ら
お
聞
か
せ
い
た
だ
き

た
い
と
患
い
ま
す
。

自信
「
ち
ば
市
議
会
だ
よ
り
」
発
行
委
員
会

問
い
合
せ
先
議
会
開事
務
局
調
査
課

念

(0
4
3
)
2
4
5
・
5
4
7
2
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